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領域
評価の観点

（具体的評価項目）
担当分掌
（部）

担当者

○ 教員の資質
向上

授業力の向上 ・

・
・

児童の主体的学習を促していくための
ガイド学習を取り入れた授業を１日１回
は行う。
全員研究授業を１回以上行う。
児童理解に努め，個に応じた授業づく
りをする。

・

・
・

ガイド学習のマニュアルをもとに，ガイド学習の進め方が身につく
ように教師が手本を示しながら進める。
ガイド学習の基礎的能力である話し合う力を高めていく。
ガイド学習を含む，複式授業についての情報収集を積極的に行
い，共有する。

研究
主任

教頭
柴戸

● 業務改善・教
職員の働き
方改革の推
進

学校運営組織力の
向上

・

・

小規模校ならではの，教職員1人1人
の分掌事務負担軽減のために，計画
的業務の遂行・業務の分担・効率的な
業務遂行を常に意識する。
各種行事や運営のあり方，育友会活
動との連携のあり方について見直しを
行っていく。

・

・

・

・
・

基本的に、各種会議はペーパーレスとし、各自が資料を読み込ん
だ上で参加できるよう、早めに準備するようにする。
どの業務に時間がかかっているかを分析し、優先順位、重要度を
考えて、勤務時間内にメリハリをつけて業務に取り組むようにす
る。また、特定の者に業務が偏っていないかについて、定期的に
見直しを図る。
ﾃﾞｰﾀの共有化を図り、業務改善につなげる。長期休業中にﾃﾞｰﾀ
整理期間を設ける。
水曜日に設定している定時退勤推進日の徹底を図る。
地域行事への職員の参加については、昨年度に引き続き、管理
職から保護者・地域の方への理解を呼びかける。

校長
教頭

● 志を高める
教育

郷土のよさを知り，
夢に向かって努力
しようとする気持ち
を高める活動の推
進

・

・

（佐賀）富士町が好きだと回答する児
童８０％以上
郷土（富士町）について学ぶ体験活動
や調べ学習を各学年が取り組む。

・
・

・

（保護者を含む）地域の人材等を活用した体験活動を実施する。
富士町をテーマにした調べ学習を行い，ふるさと文化祭等で発表
する。
高学年を中心に自己の夢について語る学習に取り組む。

地域連携
担当

教頭
柴戸

● 個に応じたきめ細
かな指導の充実

・

・

・

国語・算数・理科・社会などの学習にお
いては，可能な限り複式解消を図った
授業を行う。
「井原山チャレンジ」で全員90点以上を
めざす。
家庭学習を充実させるように家庭への
啓発を図る。

・

・

・

・

複式学級の中で，児童自身が「主体的に学ぶ」学習指導や学び
の手順がわかるような学習の定着について，研修を深めていく。
1年生から6年生まで，系統立てたノート指導について教員で共通
理解を図り，継続した指導を継続する。
自主学習を全校で推進し，活用力をや学習への興味関心を高め
る。
花丸ノートコーナーを設置し，児童の自主学習への意欲を高め
る。

学力向上
コーディ
ネーター

柴戸

　 読書活動の推進 ・

・

児童の１００冊以上(おすすめの本を含
む）読書量を目指す。児童の達成率１
００％をめざす。
読書のジャンルを広げ、質の向上をめ
ざす。

・ 児童自らが様々な分類の本に興味を持つことができるような環境
整備やイベントの実施。保護者との連携を図り、児童の読書活動
を推進していく。

図書主任

図書司書

富﨑

高園

○ 教育の質の
向上に向け
たＩＣＴ利活用
教育の実施

電子黒板やデジタ
ル教材の活用

・

・

デジタル教科書等を利用した教材提示
を行い、児童の興味関心や理解を高
める授業を実践する。
全学級で情報モラルの授業を実践す
る。

・

・

・

ＩＣＴ担当とＩＣＴ支援員が意見を交換しながら，適切な自作教材の
作成法や他校とのネット通信等を進めていく。
プログラミング学習の基礎的な力を育てるため，総合の時間等を
使いプログラミングの体験をさせる。
児童に，スマートフォンやパソコンなどの情報ツールに潜む危険に
ついて指導をし，情報モラルを身につけさせる。

情報教育
担当

黒岩

○ 幼保小中連
携

中山間地域の近隣
の保小中との連携
の推進

・

・

近隣の保育園・小学校と毎学期交流
授業を行う。
６年生の中学校進学に対する不安解
消のための活動を実施する。

・
・
学校間交流のための打ち合わせの時間を確保する。
児童同士がコミュニケーションを取りながら学べる場を設定する。

低学年
担当

学校交流
担当

黒岩

柴戸

１　学校教育目標

２　本年度の重点目標

学
校
運
営

学力の向上

教
育
活
動

具体的目標 具体的方策

郷土を愛する子ども：豊かな自然・温かい地域や人・確かな伝統を大切にする子ども
心豊かな子ども：豊かな感性を持ち，自他のよさを知り，大切にするとともに，思いやりの心を持って人に接する子ども
心身共にたくましい子ども：武道の精神を学び，礼節を重んじ，自分に負けない子ども
生き生きと学ぶ子ども：めあてを持って主体的に学習し，自分の考えを進んで発表する子ども

きめ細やかな情報提供と密な交換，保護者・地域等との連携や交流の充実
子どもたちの望ましい学習習慣や生活の向上
山村留学制度の充実と推進，協働による連携
校内研究の推進
ＩＣＴを利活用した教育の推進
ふるさと体験活動の充実
武道（剣道）教育の充実
人権･同和教育の推進
「働き方改革」への対応

評価項目

平成31年度（令和元年度）　佐賀市立北山東部小学校　学校評価計画

３　目標・評価

①　あらゆる場面で自信を持って自己表現できる確かな学力を身につけた児童を育てる。

郷土を愛し，心豊かで心身共にたくましく，生き生きと生きる東部っ子の育成

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む



領域
評価の観点

（具体的評価項目）
担当分掌
（部）

担当者

● 全校剣道の充実 ・

・

剣道を通して，自分の体力づくりに関
心を持たせ，基本的生活習慣の大切さ
を学ばせる。
剣道を通して，礼節を重んじる態度を
身につけさせる。

・

・

「剣道で学ぶ」ことの意味や技術面のめあてなどを剣道ノートに記
述させ、ふり返ることで、児童の自主性や成長を促したい。
今後とも基本的な生活習慣育成、精神力強化のため、全校剣道
を継続していきたい。

剣道担当
柴戸
黒岩

望ましい食習慣と
食の自己管理能力
の育成

・

・

朝食の内容・重要性について、学年に
応じて児童に考えさせ、実践させる。
学校給食を活用し，健全な食生活と食
事マナーの習得に取り組む。給食を好
き嫌いせずに、食べきれる量を考えな
がら食べる。食事中・食後のマナーの
定着を図る。

・

・

給食時に児童の様子を観察しながら、引き続き給食時間に食事
中のマナーについて指導を行う。
朝食習慣の定着を図るため、適宜保健指導を行うとともに、必要
に応じて栄養教諭とともに指導を行う。

食育担当 藤原

● 心の教育 道徳教育の推進 ・

・

年１回以上、全学級でふれあい道徳の
授業公開を行う。
学期に1回、「命」に関する授業を行う。

・

・

・

「ふれあい道徳」では、生命尊重・家族愛を中心とした価値項目で
授業を実践し、よりよい生き方を保護者と一緒に考えさせる。
各教材の道徳的価値から，目標を設定し，各内容が網羅された
バランスのとれた年間計画を作成する。
児童個々の心の動きを記録し，道徳的成長を見取る。

道徳担当 柴戸

● いじめの問題
への対応

人権教育の充実 ・

・

児童一人ひとりが大切にされる学校・
学級をめざす。
全職員で取り組み、児童の人権意識を
高める。

・

・
・
・
・

月に１回人権教室を実施する。（学期に１回、校長・教頭・養護教
諭も行う。）
毎学期，全校での人権学習・集会を実施する。
保健の「いのちの教育」とタイアップした授業を実施する。
12月に全校人権集会を実施する。
月１回の「心のアンケート」を活用し、各児童の実態に応じたより
具体的な指導を実践する。

道徳担当 柴戸

○ 生徒指導 きめ細かな個別指
導の充実

・

・

・

生活の約束『４つのあ』(あいさつ・あん
ぜん・ありがとう・あとかたづけ)活動の
定着を図る。
→『４つのあ』を進んでできる児童が１
００％を達成する。
基本的な行動様式の定着を図り，気に
なる子どもに対して全職員で支援す
る。
安全教育の指導の徹底を図る。

・

・

･

･

『４つのあ』をベースにして，学習や生活場面でがんばっている児
童をスターシールなどを活用してほめる。全校の場でも紹介する。
教育相談・生徒指導協議会を原則毎月開き，全職員で共通理解
を図り，児童対応をする。
開発的生徒指導・教育相談を心がけ，ソーシャルスキルトレーニ
ングを取り入れ，自己肯定感や自己有用感を高める。
全校帰りの会において，交通安全や防犯意識を高める全体指導
を行う。

生徒指導
担当

重松

領域
評価の観点

（具体的評価項目）
担当分掌
（部）

担当者

○ 学校経営方
針

本年度の重点目標
の周知

・ 教職員・児童・保護者の周知率を８割
以上とする。

･

･

学校運営方針は今後も大きく変えることなく推進していくので、今
後継続的な周知を図っていく。
家庭での状況を保護者と話し合いながら、学校と家庭で協力しな
がらさらに推進していく。

校長

○ 開かれた学
校作り

開かれた学校作り
の推進

・

・

学級だより，学校だより，学校ホーム
ページ等による情報発信を拡大する。
保護者だけでなく，地域の方も含めた
学校行事を充実させる。

･

･

特に地域や留学生実親とも，しっかりとした結びつきを持っていき
たいのでこれまでの取り組みを続ける。郵送に関しては，メールで
子どもの様子を伝える等，対策を講じていく。
各種行事の意義と成果を積極的に発信することで、学校教育に
関心をもってもらい、協力を得る体制作りを一層推進する。

ＨＰ担当
校長
教頭

○ 山村留学の
継続・発展

山村留学の継続・
発展

・ 保護者・地域と協力して山村留学の継
続・発展ができる学校をめざす。

･ 多くの方々に山村留学について興味を持たれているが，保護者や
職員の負担は確実にある。規模を縮小していくか，他に協力者を
求めるか，保護者と学校が今後，話合いを重ねていく。

山村留学
担当

教頭

領域
評価の観点

（具体的評価項目）
担当分掌
（部）

担当者

○ 教員の資質
向上

教職員の服務規律
の保持に対する意
識向上

・ 教職員の服務規律の保持に対する意
識を向上する。

･

･

服務規律についての通知文紹介や管理職からの話を毎月２～３
行う。
専門家などを招いての研修や意識向上により，職員のモラルやコ
ンプライアンスを更に高めていきたい。

教頭

○ 危機管理 職員の危機管理の
意識向上と危機管
理体制の整備の充
実

・ 危機管理マニュアルをもとに不審者侵
入を始めとする避難訓練で全員が自
分の役割を遂行する。

･

･

職員及び児童の危機意識には，どれだけやっても十分とは思わ
ないようにする。日常の場面においても職員は，児童に声かけを
怠り無く行うよう指導する。
次年度も，危機管理マニュアルの読み合わせや修正を全職員で
行うようにする。更なる危機管理への意識を高めていきたい。

教頭
富﨑

評価項目

具体的目標

具体的目標

具体的目標

健康・体つく
り

③　地域から信頼され，地域と連携した豊かな体験活動が充実した学校づくりを行う。

具体的方策

具体的方策

具体的方策評価項目

評価項目

②規則正しい生活・全校剣道を通して心身ともに充実した児童を育てる。

●は共通評価項目のうち必須項目、○は独自評価項目

学
校
運
営

学
校
運
営

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

教
育
活
動


